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できる技能の訓練とその効果についての研究が中心である。   
だが，文字の音韻的符号化と単語認識に必要な能力を獲得した後，児童期後半の読解力がどの  
ように発達していくのかは十分に明らかになってはいない。本稿では読解によって生成される文  
章表象の階層性について論じた後，児童が生成する文章表象（text representation）の性質に  
関する先行諸研究を概観しながら，児童期後期の読解力の発達変化について検討する。  
2．包括的読解と文章表象の階層性  
2．1．包括的読解   
読解は，読者が読んでいる文章についての心的表象を生成するプロセスである。文章は互いに  













の文の処理に関与した文脈情報と結合される。   
読解過程においては文情報が次々と入力され．処理されていく。読解に関わる処理はすべて作  
動記憶で行われる（Kintsch，1998；Van den Broek，etal．，1999；高橋，2001）。しかし作動記  
憶の容量には限界があり，文章に含まれるすべての情報を作動記憶内に保持する事は不可能であ  




報が送られることを検索（retrieval）注1という。   
新しく読まれた文情報と結合されるべき情報には，情報と共通の記述対象をもつもの（van  
denBroek＆G11Stafson，1999），処理中の情報と因果関係があるもの（Myers，Shinjo＆Duffy，  
1987；Van den Broek＆Gustafson，1999），また接続詞などのテキスト信号（text signal）で  
関連づけが示されているもの（Murray，1995）が挙げられる。これらの関連情報が作動記憶中  











（Kintsch，1998；Van den Broek，et al．，1999）   
文章中のある先行情報が処理中の新情報と結合されるためには，その先行情報が検索されて作  
動記憶に入っている必要がある。一般に処理されてから時間が経過している情報は，処理された  
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本稿では包括的一貫性が確立される読解過程を包括的読解（globalreading comprehension）  
と呼ぶ。それに対して，局所的一貫性のみが確立される読みを局所的読解（localreading  
comprehension）と呼ぶ。  










報と同じく検索され，新情報と結合される。そして文章表象の包括的一貫性が成立する。   
このように他の情報よりも検索されやすいいくつかの特別な情報が文章表象内に存在するとい  






章表象は階層性を備えたものになり，上位の情報は検索されやすい。   
文章表象の階層性について説明するために，Kintsch（1998）は，ミクロ構造（microstruCt11re）  
とマクロ構造（macro structure）という概念を提案している。   
ミクロ構造とは文章表象を構成する一単位であり，文章の局所的な構造を表象したものである。  
他方のマクロ構造はミクロ構造を階層的に構造化したものであり，文章の包括的な構造を表象し  
－444－   
西垣：読解によって生成される文章表象の階層性と児童期後期における発達変化   
























2．3．マクロ構造の生成過程   
ミクロ構造が数多く集まり，それらが局所的に結合するだけでは，階層性は生じず，マクロ構  
造は生成されない。包括的読解が成立するためには，要点情報を弁別する，要点とそれ以外の情  
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の発達変化に関するものが多いので，まずそれらの研究を概観する。その後に， 児童期後半以降  
の包括的読解力の発達について論じる。  












くが，これらの技能の自動化に焦点を当ててきたことは当然と言えば当然であろう。   
しかし読解というのは「文章」を理解するプロセスであり，単語の認識や文の理解のみで説明  

















＆McGraw，1991；Casteel，1993；Barnes，Dennis＆Haefele－Kalvantis，1996；西垣，2000b）。   
Ackerman＆McGraw（1991）が被験児に呈示した短い文章では，3文めと4文めのあいだに  
飛躍があり，それを埋めるための推論を行う必要があった。概ね9歳ごろには必要な推論が行わ  
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て要約課題を行い，Brownらの5年生と同じパターンの結果が見られたことを報告している。   
西垣（1997）は6年生と中学2年生を対象に要約再生課題を実施した。その際，文章を読む前に  
後から要約課題を実施すると予告する条件と予告しない条件を設定した。予告条件の被験児は後  
の課題に備えて，要点情報を中心に記憶するだろうと予測していたが， 6年生の予告条件では  
要点情報と非要点情報の違いに関わらず，全体的な再生率が予告なし条件よりも高くなった。6  

















（2000）も文章の構成の利用を読解の構造的側面（structuralaspect）として重視している。   
Englert＆Hiebert（1984）では文章中の特定の文について，それが文章の構成から考えてそ  
の位置に置かれているのが適切かを被験児に判断させた。11歳児は9歳児よりも適切な判断を行  
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3．4．児童期句読解力の発達   
読解力の諸側面がどの年齢から見られるようになるかに関して，これまでに概観してきた研究  
のうち，局所的読解と包括的読解に関する研究から，それぞれの読解過程が可能になる年齢を  
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3年  4年  5年  6年  中1  中2  
（8歳）  （9歳）  （10歳）  （11歳）  （12歳）  （13歳）  
橋渡し推論（文情報同士を結合する推論）  ??????
（Ackeman＆McGraw，1991；Casteel，1993；Barnes et al，1996；西垣，2000）  
精緻化推論，前方推論（文情報と既有知識の統合）  













（Englert＆Hiebert，1984；Garner et al．，  
1986；綿井・岸，1990；西垣，1997，印刷中）   
離れている情報同士の（意識的）結合  
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